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生徒心得制定の趣旨 
 
通学 
通学における危険を防止するため。 
 
制服規定 
進路活動において適切な服装で臨むため。 
 
校内 
落ち着いた学校生活を受けるため。 
 
校外 
校外での秩序ある生活のため。 
 
礼儀 
相手や周囲の人たちの気持ち理解し常に自己の言動を考え
るため 
 
所持品 
自己管理の意識を育成するため。 
 
諸届 
円滑な学校生活を送るため。 
 
アルバイト 
学業に専念させるため、不適切で危険なアルバイト先から
生徒を守るため。 
 
 
その他 
健全な学校生活を送るため。 
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 生 徒 心 得 

 

天羽高校の生徒は、本校の教育目標に向かって学業に励み、日常生活のあ

らゆる場面において規律を遵守し、明朗にして、健全な校風の樹立に努める。 

 

１ 通学 

１ 通学中は交通規則を守り危険防止に努める。 

２ 登校した時は自転車・履物等を所定の場所に整頓し、所定の場所から 

 出入りする。 

３ 登下校の時間を守り、途中風紀が乱れている場所に立ち寄らない。 

４ 登下校時の路上および車中での飲食は禁ずる。 

５ 電車、バス等公共の乗物に乗車する時は、次の事項に注意する。 

⑴ 車中では言動を慎み、マナーを遵守する。 

⑵ 定期券の貸借や乗車券の不正使用等は行わない。 

６ 自転車で通学する場合は、交通規則を守り、事故防止に努める。 

７ 原動機付自転車による通学は原則として禁止するが、通学上必要やむ 

 を得ないと校長が認めた場合に限り許可する。 

 

２ 服装 

 制服は日頃より清潔・端正をモットーとした着用を心掛ける。本校生 

徒の服装・髪型については、次のように定める。 

１ 校内及び登下校は本校指定の制服を着用する。 

２ ベスト・セーターは本校指定のものを着用するが、防寒を考慮しその 

 運用は弾力的に行う。 

３ 夏服期間は５月１日から１０月３１日まで、冬服期間は１１月１日か 

 ら４月３０日までとする。 

４ 夏服は本校指定のＹシャツを着用する。 

５ 靴下は白・紺・黒の単色とし、ルーズソックス等は禁止とする。また 
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 ストッキングは黒・紺・ベージュとする。 

６ 入学式・卒業式等における式典時の正装は、黒または紺の靴下とする。 

７ 防寒着はネイビー、黒、グレー、茶系のものとする。 

８ 履物は革靴または運動靴を用いる。 

９ 校内での上履きは学校指定のものとし、氏名を明記する。 

10 鞄は学生鞄、又はスポーツバッグ等の A4 サイズの学用品を入れること 

ができるファスナー付きのものを用いる。 

11 頭髪は清潔感があり落ち着きのある髪型とし、特殊な加工は行わない。 

12 化粧・ピアス・アクセサリー・マニキュア・装飾品等は禁止する。 

13 定められたもの以外をやむを得ず用いる場合は、担任に届け出て許可 

 を受ける。 

 

３ 校内 

 １ 始業のチャイムが鳴る前に速やかに授業ができるよう準備し、着席し 

  て静かに待つ。 

２ 所定の座席を変更する時は、担任・科目担当の許可を受ける。 

３ 遅刻・早退をする場合は、所定のカードを用いて手続きをとる。 

４ 授業中、やむを得ず授業以外の行動をとる時は、科目担当の許可を 

 受け、直ちに担任にも申し出る。 

５ 常に校舎内外を清潔にし、整理整頓に留意して美化の徹底に努める。 

６ 誤って窓ガラスやその他の学校備品を破損・紛失した時は速やかに 

 担任または関係職員に届け出て指示を受ける。 

７ 昼食は定められた時間に所定の場所でとり、その他の時間や場所に 

 おいてはみだりに飲食をしない。 

８ 下校時間は夏季（４月～１０月）は午後６時とし、冬季（１１月～ 

 ３月）は午後５時とする。ただし課外活動生徒は午後７時台までの交通 

 機関を利用することを原則とする。 
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９ 下校する時は、戸締まりと消火に注意する。 

10 金銭を徴収する時は、校長の許可を受ける。 

11 外来者と面接する時は、担任に許可を受ける。 

12 特別教室及他のＨＲ教室を使用する時は、関係職員の許可を 

 受ける。 

13 学校備品を使用する時は関係職員の許可を受け、使用後は整理整頓し 

 て関係職員の検査を受ける。 

14 考査一週間前より部活動は禁止する。試合等やむを得ぬ場合は顧問が 

 校長の許可を受ける｡ただし練習時間は１時間以内とする。 

 

４ 校外 

１ 外泊する時は必ず保護者の承認を受ける。 

２ 夜間の外出はなるべく避け、午後１１時から午前４時は保護者同伴で 

 なければならない。 

３ 身体に危険を伴う場所や風紀の乱れた場所には立ち入らない。 

５ 礼儀 

 １ 朝夕の挨拶を励行する。 

 ２ 礼儀正しい言葉遣いをするよう心掛ける。 

 ３ 他人に対する冷やかしやいやがらせは慎む。 

６ 所持品 

 １ 学用品以外の物をみだりに持参して登校しない。 

 ２ 所持品はすべてに学年・組・氏名を明記する。 

 ３ 所持品を紛失拾得した時は、直ちに職員に届け出る。 

 ４ 自分の物と他人の物はしっかりと区別し、他人の物は無断で使用して 

  はならない。 

 ５ 余計な金銭を所持して登校しない。 

 ６ 貴重品は自己管理する。 
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７ 諸届 

 １ 欠席をする場合は、必ず学校へ連絡をする。 

 ２ 感染症に罹患した時は、直ちにその旨を担任に届け出る。 

 ３ 放課以前に外出しようとする時は、担任に届け出て外出許可証を受け 

  取る。 

 ４ 転居または氏名を変更した時は、速やかに担任を通じ校長に届け出る。 

 ５ 自宅以外の所から通学する者は、担任を通じ校長に届け出る。 

 ６ 合宿をする時は、担任または顧問を通じて所定の様式により、校長の 

  許可を受ける。 

  

アルバイト 

 

本校では、家庭の事情ややむを得ない場合について届出制とする。尚、ア

ルバイトの実施については本校で定められた規準を踏まえ、保護者の責任の

うえ指導・監督をお願いする。 

（アルバイト規準） 

１ アルバイトを届け出る際には以下の規準を満たす必要がある。 

１ アルバイトを希望する生徒は、所定の届け出用紙に記入して担任に 

 提出する。 

２ 長期休業中のアルバイト就業日数は、休業日数の半分以内を目安とす 

る。 

３ 学校生活に支障をきたさないよう配慮する。 

４ 下記に該当する業務に就くことを禁止する。 

⑴ 宿泊を必要とする業務 

⑵ 就業時間が午後９時を超過する業務 

⑶ 風紀上、好ましくない業務 

⑷ 危険を伴う業務 
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⑸ その他、生徒指導上問題となる業務 

２ アルバイト規準に反した場合、特別指導とする。 

 

生徒指導その他 

 

１ 法令違反となることはしない。 

２ 学校で定めた事項や職員の指示に従い、健全な学校生活を送るよう努め 

る。 

 

自転車通学 

 

１ 常に整備された自転車に乗る。 

２ 必ず所定の校内自転車置場に留め置き、施錠する。 

３ 自転車には記名しておく。 

４ 二人乗り、夜間の無燈火乗車、ながら運転等はしない。 

５ 乗車中は交通規則を守り、事故の防止に努める。 

６ 自転車保険に加入する。 

７ ヘルメットを着用する。遵守できない場合は自転車通学許可を取り消す。 

 

運転免許証取得 

 

１ 原動機付自転車、自動二輪車、普通車等の免許取得希望者は、事前に 

「教習所入所・免許取得希望届」を提出する。 

２ 教習及び免許取得は授業に支障がないようにする。 

３ 免許取得者は、学校が指定する交通安全講習会に必ず参加する。 

４ 原動機付自転車を使用しての通学については、必要やむを得ない場合の

み、保護者と本人が申請し、審査を経たのち校長が許可する。なお、原動

機付自転車一種（以下、原動機付自転車）以外を使用しての通学は禁止す
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る。 

５ 原動機付自転車を使用しての通学条件は、次のいずれかに該当した場合

とする。 

⑴ 最寄り駅・バス停、又は学校までの距離が６㎞以上あり、他の交通

機関を使用することが著しく不便な地域の場合 

⑵ 部活動等で帰宅時間が遅くなる場合 

⑶ その他の特別な事由がある場合 

６ 通学に原動機付自転車を使用する場合は下記の事項を遵守する。違反し

た者は、通学使用許可を取り消す場合がある。 

⑴ 道路交通法を守り、常に安全運転を心がける。 

⑵ 原動機付自転車の違法改造はしない。 

⑶ ヘルメットを着用する。フルフェイス型を着用することが望ましい。 

⑷ 免許証及び原動機付自転車通学許可証を携行する。 

⑸ 原動機付自転車後部に本校指定の通学許可ステッカーを貼付する。 

⑹ 任意保険に加入する。 

⑺ 常に点検整備を行う。 

⑻ 原則としてスクータータイプとする。 

 

特別指導 

 

生徒が法律、条例、規則及び校則等に反する行為、また社会生活や学校 

生活の秩序を乱す行為等を行った場合は特別指導とする。 

◎特別指導は謹慎又は説諭とする。 

次の事項に該当するものを対象に行う。 

１ 性行不良で、改善のための指導が必要な者 

２ 本校生徒としての本分に反する行為をした者 

３ 他人の物品、金銭等を窃盗、万引きした者 
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４ 学校の備品、消耗品を窃盗した者 

５ 他人に金銭、物品等を強要した者 

６ 脅迫、暴行、傷害、いじめ等をした者 

７ 凶器を所持する者 

８ 薬物を乱用したり、所持していたりする者 

９ 校内の施設、用具を故意に破損した者 

10 飲酒（ノンアルコール含む）、喫煙（電子・水たばこ ※ニコチンを含ま

ない物を含む）をした者、及び同席した者 喫煙具を所持していた者   

11 未成年者立入禁止の場所に出入りした者 

12 不健全娯楽をした者 

13 性加害行為、わいせつ行為又セクハラ行為をした者 

14 学校の諸活動、授業等を故意に妨害した者 

15 試験等に不正な手段を用いた者 

16 中抜け、無断早退を繰り返す者 

17 交通機関に不正乗車した者 

18 届出なく教習所に入所又は免許を取得した者 

19 無免許運転をした者 

20 暴走行為をした者 

21 情報モラル違反をした者 
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生徒会会則 

 

前文  

我々千葉県立天羽高等学校生徒会は将来よき社会人となるために 

生徒会の活動を規律化し、より完全な方法により自主を図る目的を以って 

この会則を制定する。 

 

第１章 名称 

第１条 本会は千葉県立天羽高等学校生徒会と称する。 

第２章 目的 

第２条 本会は校長から認定された範囲内において活動しそれを通じて 

   本会の健全なる発展を図る事を目的とする。 

第３章 会員及び顧問 

第３条 本会は千葉県立天羽高等学校の生徒をもって構成する。 

第４条 本会の会員は選挙権被選挙権並びに議決権を有する。  

第５条 本校の職員は選挙権被選挙権並びに議決権のない特別会員に 

   成ることができる。 

第６条 本会の顧問は校長の任命する本校職員若干名とする。 

第４章 会議及び決議 

第７条 会議は各構成員の３分の２以上によって成立する。 

第８条 議決は出席構成員過半数の賛成を必要とする。 

第９条 会議の発言はそのつど議長の許可を必要とする。 

第５章 機関 

第10条 本会には次の機関を置く。 

 

   生徒総会・評議会・生徒会本部・ホームルーム・委員会・部 
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   同好会 

第 1 節 生徒総会 

第11条 総会は本会最高の議決機関である。 

第12条 総会は全会員及び顧問によって構成される。 

第13条 総会は下記の場合にこれを開くことができる。 

第 1 項 評議会で必要と認めた時。 

第２項 会員の３分の２以上の要求があった時。 

第３項 会長が必要と認めた時。 

第14条 生徒総会は下の事項を決議する。 

  予算、決算、規約改定、その他重要議事の審議決定をする。 

第15条 生徒総会の議題は下記の場合に提出できる。 

第１項 評議会の承認を得た時。 

第２項 緊急動議は過半数の賛成を得たときとする。 

 第 2 節 評議会 

第16条 評議会は生徒総会に基つぐ議決機関である。 

第17条 評議会はホームルーム代表１名、本部役員及び顧問によって 

   構成される。 

第18条 評議会の欠席及び正当な理由により出席出来ない場合は会長の 

   許可を得た代理人を認める。 

第19条 評議会は原則として毎月１回開き、下記の場合は臨時に開くこ 

   とができる。 

第１項 評議会が必要と認めた時 

第２項 評議会員の 3 分の 2 以上の要求があった場合 

第３項 本部役員が必要と認めた時 

第20条 評議会の議案はホームルーム代表、本部役員から提出される。 

第 3 節 生徒会本部 

第21条 生徒会本部は本会最高の執行機関であり決議事項を執行する。 
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第22条 生徒会本部は会長、副会長２名、書記２名、会計２名 

   議長・副議長及び生徒会顧問によって構成される。 

  第23条 生徒会本部は会長及び本会役員の要求により開くことが 

     出来る。 

第 4 節 ホームルーム 

第24条 ホームルームは各ルームの議決機関である。 

第25条 各ホームルームに下記の役員を置く。 

     ルーム長１名・副ルーム長１名・書記２名 

     会計２名 

第26条 各ホームルームのルーム長、副ルーム長の１名を以って評議員 

   を兼ねる。（評議会へはホームルーム 

   代表として１名が出席する） 

第27条 ホームルームは評議会に提出する議案及びホームルームの自治 

   に関する事項を審議決定する。 

第５節 委員会 

第28条 委員会は生徒会活動の特定執行機関であり、会員の健全なる 

   活動を促進するために運営される。 

第29条 委員会として美化・保健・風紀・図書・放送・体育・文化・出版 

   選挙管理を設ける。 

第30条 各委員会には委員長1名、副委員長2名を置き必要な場合には 

   書記、会計を置く。 

第31条 各委員会には各ホームルームにより選出された委員及び顧問に 

   よって構成される。 

第 6 節 部 

第32条 部は会員の健全なる活動を主眼とする。 

第33条 評議会により許可された部は顧問若干名、部長１名・副部長 
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   １名を置く。 

第34条 各部は運動部と文化部のいずれかに属さなければならない。 

第35条 部は原則として年間を通じ活動が常でなければならない。 

  第36条 会員は運動部と文化部のいずれかに一つ加入するのが望 

     ましい。 

  第37条 部費は顧問の承認を得て徴収することが出来る。 

  第38条 会員は一度加入したら一年間その部の活動に参加し、途中で 

     ぬけない事を原則とする。 

第 6 章 本部役員 

  第39条 本会に下の役員を置く。 

     生徒会長  1 名 

     副会長   2 名 

     書記    2 名 

     会計    2 名 

     議長    1 名 

     副議長   1 名 

  第40条 役員は原則として評議員の役員にはなれない。 

  第41条 役員の任期及び選挙 

   第１項 本会の役員は立候補による選挙で選ばれ任期を１年とする。 

      （1月1日～12月31日） 

   第２項 役員選出の方法は選挙細則に定める。 

   第３項 本会役員は欠員を生じた場合は補欠選挙を行いその任期は 

      当該役員の任期満了までとする。なお実施については選挙管理 

      委員会に委託する。 

（役員の任務） 

  第42条 生徒会長 

   第１項 会長は認められた会議の招集を行う。 
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   第２項 会長は本会を代表する。 

  第43条 副会長・副会長は生徒会長を補佐し、不在の時はその任務を 

     代行する。 

  第44条 書記 

   第１項 書記は総会及び評議会その他会長の認めた場合の記録を 

      行う。 

第２項 書記は記録及び書類を保管する。 

第３項 書記は会議の終了後決議事項を報告する。 

  第45条 会計 

第１項 会計は生徒会のあらゆる資金を保管する。 

第２項 会計は帳簿及び証拠書類を整理保管する。 

  第46条 議長・副議長は生徒総会・評議会の議長、副議長となる。 

第 7 章 解任 

  第47条 生徒会本部役員は全会員の3分の1以上の署名申請書の提出に 

     より解任投票を行い、3分の2以上の賛成投票により解任される。 

第 8 章 保留権 

  第48条 学校長は学校運営に支障ありと認めた時にはこれを保留する 

     ことが出来る。 

第 9 章 修正及び承認 

  第49条 本会則を修正する場合は評議会の3分の2以上の賛成により可決 

     され、更に生徒総会の過半数の賛成を必要とする。 

  第50条 本会則は生徒総会の過半数を得た上校長により決定される。 

第10章 会計 

  第51条 本会の資金を会費、入会金、寄付金、事業収入及びその他の 

     収入を以ってこれにあてる。 

  第52条 会費は月額４５０円とし、学校に納入する。 

  第53条 入会金は４５０円とし、入会時に学校に納入する。 
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  第54条 会計に関する細則は別に定める。 

第11章 附則 

  第55条 本会則は決定と同時に効力を発する。 

 

会計監査委員会規約 

 

第１章 総則 

  第１条 本会は会計監査委員会と称する。 

  第２条 本会は生徒会費の会計経理を監査し、その適正を計るために 

     設ける。 

第２章 組織 

  第３条 本会は監査委員２名で構成される。 

  第４条 本会は委員の互選により委員長１名を置く。 

 

第３章 権限・義務 

  第５条 本会は次の権限及び義務を有する。 

   第１項 本会は年１回生徒会費の会計収支とその内容を監査しなけれ 

      ばならない。その他必要に応じて監査することが出来る。 

   第２項 本会は前項の結果報告を生徒総会にて行う。 

   第３項 委員長は本会を総括し、全責任を負う。 

   第４項 前項の結果及び全ての決算報告書には委員長の署名を必要と 

      する。 

  第６条 委員の任期は１年とする。但し再任をさまたげない。 

第４章 補則 

  第７条 本会には顧問１名を置く。 

  第８条 生徒会予算を使用する生徒会本部、各委員会及び各部は、監査 

     委員から予算に関する諸資料の提出を求められた場合は必ず提出 



- 15 - 

 

     しなければならない。 

  第９条 本会に必要な経費は総務費より支出する。 

第５章 附則 

  第10条 本規約は決定と同時に効力を発する。 

 

生徒会役員選挙細則 

 

  第１条 本細則は生徒会細則により選挙人の自由に表明させる意志を 

     もって公明且つ適性に行われるよう制定する。 

  第２条 本細則は下記の選挙に適用する。 

     生徒会長  1 名 

     副会長   2 名 

     書記    2 名 

     会計    2 名 

     議長    1 名 

     副議長   1 名 

  第３条 選出は立候補による総選挙とする。 

  第４条 対立候補のない役職においては信任投票を行う。 

  第５条 信任は投票総数の過半数を得なければならない。 

  第６条 立候補のない役職においては各ホームルームから推薦する。 

  第７条 選挙事務は選挙管理委員会が行う。 

  第８条 選挙管理委員会は各ホームルーム１名の代表者と生徒会顧問に 

     よって構成される。 

  第９条 選挙管理委員は被選挙権を有せず又立候補者の責任者になるこ 

     ともできない。 

  第10条 立候補しようとする者は定められた用紙に所要事項を記入し 

     定められた日までに選挙管理委員長（又は副委員長）に提出する。 
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  第11条 立候補用紙に責任者の署名とホームルーム担任の署名を必要と 

     する。 

  第12条 選挙運動は届出のあった日から投票日の前日とする。 

  第13条 ポスターは立候補１名につき５枚以内とし選挙管理委員会で 

     定められた用紙を使用する。 

  第14条 立候補者の演説会（期日、場所、演説時間、応援演説）はその 

     都度定める。 

  第15条 選挙日及び投票場はその都度定める。 

  第16条 選挙運動に下記の行為があった場合は処罰する。 

第１項 暴力及び強迫をした場合 

第２項 収賄がなされた場合 

第３項 本細則に反した場合 

  第17条 処罰は次の通りとする。立候補者は被選挙権及び選挙権を失う。 

     また選挙権者は選挙権を失う。 

  第18条 開票は選挙管理委員会によって即日行い発表する。 

 

火災・災害対策 

 

 天羽高等学校職員により構成された対策本部及び班を組織し対応に 

あたる。 

１ 目的 

火災・災害等の非常事態に際し、生徒の安全を確保し、ただちに有効適切

な処置をとり、被害を最小限度にとどめることを目的とする。 

２ 活動の原則 

対策本部による指示のもと職員により構成された各班が中心となり活動す

ることを原則とするが、緊急時等状況によっては生徒の応援を求める場合が
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ある。 

３ 発生時の処置 

 ［火 災］ 

 １ 火災を発見した場合は、近くの火災報知器を作動させて火災の発生を 

  知らせ、何らかの方法で職員に連絡する。 

 ２ 火災報知器が作動してもすぐあわてて行動せず、放送による示や職員 

  の誘導により避難をする。 

 ３ 原則としてグラウンドを集合場所とする。クラスごとに整列し、職員 

  の指導に従う。 

 ［地 震］ 

１ 強い地震におそわれたとき、火を使用していたらすぐに消火する。 

２ 机の下に入り机の脚を対角に持ち、揺れが収まるまで待つ。その際 

 カバンや座布団等で頭部の保護を図る。 

３ 窓側の生徒は窓ガラス破損による被害を防ぐためカーテンを引き 

 窓から離れる。 

４ 揺れが収まったら放送による指示や職員の誘導により避難をする。 

５ 原則としてグラウンドを集合場所とする。クラスごとに整列し職員 

 の指導に従う。 

６ 正しい情報収集に努め、安易な行動をとらないようにする。  

７ 安全が確認された場合、公共交通機関の運行状況により帰宅する。 

 なお、帰宅困難な生徒は学校で待機をする。 

 ［不審者］ 

１ 不審者により危険が生じた場合は自分の身を守ることを第一にその 

 場から逃げる。その場合、大声で「助けてくれ」等叫び、他にも危険 

 を伝える。 

２ 何らかの方法で職員に連絡する。緊急の場合は、火災報知器を活用 

 しても良い。 

３ 放送による指示や職員の誘導により避難をする。安全な場所・方向 

 に避難誘導するため、避難場所はグラウンドとは限らない。 
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生徒心得改定の手順 

 

①生徒・保護者・職員・地域関係者から意見を 

集約（学校評価アンケート 生徒総会 職員会議） 

 

②生徒・保護者・生徒指導部で協議 

 

③生徒指導部会議 

 

④職員会議 

 

⑤生徒総会 

 

⑥施行 

 

 


